
566

産業動物臨床・家畜衛生関連部門
原 著

豚熱ワクチン接種適齢期の推定モデルの構築
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要 約

2018年 9月，岐阜県の養豚場で国内 26年ぶりの豚熱が発生し，翌年 10月から発生予防のためのワクチン接種と抗
体検査による免疫状況確認が開始された．免疫状況の評価から，母豚群の免疫抗体価の条件により農場群ごとに接種日
齢を調整する必要性が指摘された．そこで母豚とその産子の抗体調査を実施し，移行抗体とワクチンテイクの関係を解
析することで，農場ごとのワクチン接種適齢期を推定するシミュレーションモデルを構築した．モデルは母豚の
ELISA S/P値を用いた産子への移行抗体付与，移行抗体減少，ワクチン免疫付与の予測から構成した．実際の農場の
データを用いて本モデルの予測精度を検証したところ，接種適齢期の推定に利用可能な精度であると考えられた．本手
法はワクチン接種適齢期を簡便に推定できるモデルで，豚熱の発生防止に役立つと期待される．
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